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①調査事案の概要

総 括 調 査 票

令和５年度：1,560百万円の内数
（参考 令和６年度：1,565百万円 （目）デジタル教科書購入費に計上）

調査対象
予 算 額

（11）デジタル教科書普及促進事業調査事案名

本省調査主体初等中等教育振興費項
一般会計会計

文部科学省府省名

－取りまとめ財務局先端技術活用教育推進事業委託費目文部科学本省組織

①調査事案の概要

【事案の概要】
○ デジタル教科書は、平成30年の学校教育法等の改正により使用が可能とされている。文部科学省は、令和３年度から、小・中学校等を対象にデジタル教科書の提供・普及促進を
図る実証事業を実施しており、一部の教科において紙の教科書との併用が行われている。

○ 令和６年度予算においては、「デジタル教科書購入費」（約16億円）として以下の予算を計上している。
・ 英語：全て（100%）の小・中学校等に提供（小学校５年生から中学校３年生を対象）
・ 算数・数学：一部（55%）の小・中学校等に提供（同上）

○ 他方で、文部科学省の実証事業（令和６年３月の成果報告書）によると、デジタル教科書を「毎授業で使用」と回答した教員の割合は、英語：18%、算数：13%、数学：８%と
なっており、十分に活用されているとは言い難い【図１】 。

○ １人１台端末の普及等により、デジタル教科書の活用は進んでいくと見込まれる。他方で、児童生徒数が減少する中においても、単価増等により、紙とデジタルを合わせ
た教科書購入費は増加傾向であり、財政負担の観点からも教科書の在り方を検討する必要がある【図２】 。

【図２】教科書購入費（紙及びデジタル）の推移【図１】デジタル教科書の使用頻度

（出所）「大規模アンケート調査等の実施による学習者
用デジタル教科書の効果・影響等の把握・分析等に関す
る実証研究事業 成果報告書」（令和６年３月26日）
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③調査結果及びその分析
④今後の改善点・

検討の方向性

１．デジタル教科書の活用状況等

１．デジタル教科
書の活用状況等

紙とデジタルの教科書の活用状況は、英語、算数・数学ともに、「デジタル教科書のみ」との回答は数%であり、「紙の
み」及び「デジタル・紙を併用しているが、紙が多い」の回答をあわせると６～７割となっている【図３】 。
デジタル教科書を毎授業で使用しない理由として、「デジタル教科書の機能を使わない場合は、紙の方が使いやすいため」

との回答が最も多く、「紙もデジタルも内容は同じであるため」との回答も一定数存在している。紙とデジタルの教科書が
「併用」という形で、その活用が現場の裁量に委ねられている結果、使い慣れている紙の教科書が使用され、デジタル教科書
の活用が進んでいないことが推測される【図４】 。
なお、実地調査においては、児童生徒について、大人以上に端末に慣れている様子や端末と教科書の両方を机に配置するこ

との不便さなどが見受けられた。

4%

20%

64%

11%
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【図４】デジタル教科書を毎授業で使用しない理由（回答数100以下は省略、複数回答可）

紙・デジタルどちらを使うかは児童生徒の選択制にしているため

デジタルを使うと、児童生徒が授業に集中できなくなるため

紙もデジタルも内容は同じであるため

デジタル教科書の機能を使わない場合は、紙の方が使いやすいため

準備（端末の立ち上げ等）が大変で負担が大きい

端末を忘れてくる児童生徒がいると、授業中に使用するのが難しくなるため

１日中使用すると、端末の充電がもたないため

他方で、デジタル教科書を多く使うと回答した教員について、その使用感を聞いたところ、デジタル教科書の使用により、
授業準備（資料作成等）や授業中のプリント配布等の効率化につながったとの回答が多く見られた【図５】 。
また、デジタル教科書を活用するにあたってのサポート面の取組は、「教員同士のアドバイス」が最も多く、教員個人の

創意工夫や試行錯誤によっているところが大きいと推測される【図６】 。

デジタルも紙もどちらも差異ない

スムーズに授業が行えず、授業内容が深
まらない

児童生徒が積極的、主体的に授業に参加
するようになった

【図５】デジタル教科書を多く使う教員の「使用感」（複数回答可）
【図６】サポート面の取組
（回答数100以下は省略、複数回答可）

【調査対象年度】
令和５年度
【調査対象先数】
都道府県教育委員会
経由で英語、算数・
数学を担当している
教員を抽出調査
（計983先）

デジタル教科書が
十分に活用されてい
ない要因は何か。

１．デジタル教科書
の活用状況等

紙とデジタルの教
科書が「併用」とさ
れている結果、使い
慣れている紙の教科
書が使用され、デジ
タル教科書の活用が
進んでいないことが
推測される。

デジタル教科書の
メリットを多くの教
員が共有し活用を促
すような取組（教育
委員会や学校による
研修等の組織的な取
組）を進めつつ、例
えば、デジタル教科
書を導入した教科に
ついては、デジタル
教科書の使用を原則
とし、紙の教科書の
在り方を見直すなど、
紙からデジタルへの
シフトを検討すべき
ではないか。

紙の教科書からの指導方法変更による
負担感がある

児童生徒が授業以外のことに端末を使用
するため指導時間が増えた

ノートを回収して添削等を行う作業時間
が短縮された

授業中の作業負担（プリント配付等）軽
減により時間的余裕が増えた

学習課題資料等が効率的に作成・提示可
能となり、授業準備時間が短縮された

教員同士のアドバイス

ICT支援員や学校DX戦略アドバイザーに
よる相談体制の整備

校内研修の実施

校内における授業参観の実施

都道府県・市区町村教育委員会におけ
る研修の実施

都道府県・市区町村教育委員会におけ
る研究授業の実施

GIGAスクール運営センターによる
サポート

（n＝949）

（n＝303） （n＝983）



二次元コード先のデジタルコンテンツは、そもそも「教
材」であって「教科書」ではなく、教科書本体と同様の検定
がなされておらず、その作成コストは教科書の単価に反映す
べきものではない。
また、二次元コードの活用状況を調査したところ、「ほぼ

使っている」の割合が英語、算数・数学いずれも１割にとど
まっている【図９】。活用しない理由は、「授業中に全ての
コンテンツを扱うのは時間的に無理があるから」との回答が
最も多く【図10】、自治体から採択されるために過剰な充実
となっている可能性がある。
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【図９】二次元コードの活用状況
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③調査結果及びその分析
④今後の改善点・

検討の方向性

２．デジタルコンテンツの扱い２．デジタルコ
ンテンツの扱い

デジタルコンテ
ンツの作成コスト
を教科書の単価に
反映するという要
望について

２．デジタルコンテ
ンツの扱い

二次元コード先の
デジタルコンテンツ
作成コストは、教科
書の単価に反映すべ
きものではない。

むしろ、紙とデジ
タルの併用となって
いる現状においては、
二次元コードの増加
に伴う教科書の頁数
の抑制等を通じて、
紙とデジタルを合わ
せた教科書購入費の
抑制を図るべきであ
る。

近年、教科書において二次元コード（QRコード）が大幅に増加しており【図７・８】、その先のデジタルコンテンツの作
成コストを教科書の単価に反映することについての要望がある。
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【図10】二次元コードを活用しない理由（複数回答可）
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【図８】二次元コード数/冊

（出所）文部科学省調
（注）二次元コード数とデジタル

コンテンツ数は必ずしも比例しない

【図７】二次元コード

（出所）啓林館
（令和６年小学校６年生算数）

◆教科書各社 デジタル注力 学校での活用 限定的か
「2025年度から中学校で新たに使われる教科書では、教
科書会社のデジタル重視の姿勢が鮮明となった。今年４月
から英語のデジタル教科書が正式に導入されることを踏ま
え、各社は競って教材作成に注力するが、学校現場での活
用は限定的との見方もある。（略）デジタル教材は、生徒
が学習用端末でQRコード（２次元コード）を読み込んで使
う。（略）背景には、デジタル対応の程度が自治体の教科
書選定に影響するという事情がある。首都圏のある自治体
は今年度、採択時の検討項目に「デジタル教材の充実度」
を加えた。（略）だが、デジタル教材は、学習効果を高め
るための「補助教材」との位置づけだ。検定で文部科学省
は、紙の教科書との関連性などを確認するにとどめる。内
容は教科書会社の責任とし、検定の対象外だ。（略）一方、
現行の教科書にもQRコードは掲載されているが、デジタル
教材へのアクセス数は「非常に少ない」（中堅の教科書会
社）。千葉県内の公立中学校で社会科を教える男性教諭
（26）も「動画を一つ見るのも時間がかかり、授業中には
使いづらい」と語る。」 （出所）読売新聞（令和６年３月23日）




